
昭和31年（1956）、急行「越路」の
増発として客車急行「佐渡」が登場し
ました。昭和37年（1962）に長岡ー
新潟間の電化が完成し、その翌年、
昭和38（1963）年には153系を山岳
線用に改良した165系が「佐渡」に投
入されました。
昭和40年（1965）には昼間急行
「弥彦」「越路」「ゆきぐに」の名称も
「佐渡」に統一され、165系の急行
「佐渡」は上越急行の代表格となりま
したが、昭和60年（1985）の上越新
幹線上野開業に合わせて全廃となり
ました。
KATOの165系急行「佐渡」は、今か
らは想像もつかない上野発、電車急
行の全盛期を象徴する13両編成。
売店のあるサハ164 0番台、食堂車
サハシ165 0番台など、個性あふれ
る車種も組み入れて、当時の様子を
お楽しみいただけるセット構成となっ
ています。
既にKATOの165系をお持ちのお客
様にこそお楽しみいただける製品とし
て、電車急行「佐渡」をお届けいたし

ます。
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